


 

1.研究の目的 

われわれは,ひきつづいて新生児期,乳児期における栄養法がどのように行なわ

れているかを産後まもなくから数力月にわたっての実態を調査してきている。 

また,乳児の罹患率が,新生児期の栄養法と関係がないかどうかをみている。 

また,授乳期における母乳の分泌量と,乳房の型,生下時体重との関係がないか

もしらべてみている。 

さらに母乳分泌の状態と,産後の月経再潮との関係をみている。 


